
ベイズの定理は，ある出来事を観察することで事象の起

こりやすさが観察前より変わることを主張し，その変化の

度合いを計算する公式を提供するものです．この方法は，

スパム・メールを見つけるベイジアン・フィルタとしても

利用されています．今回はこのベイズ統計について解説し

ます．

条件付き確率

最初に，条件付き確率の話から始めましょう．

サイコロの目の出る確率はどれも同じで，確率1/6で起

きます．たとえば2の目の出る確率は1/6です．しかし，

目が偶数である（2，4，6のどれか）という条件をあらかじ

め設定すれば，2の目が出る確率は1/3となります．この

ように，ある事象 Xが成り立っているという条件のもとに

事象 Yが起きる確率を条件付き確率と呼び，P（Y│X）と記

します（図1）．

P（Y│X） ：条件 Xのもとで Yが起きる確率

（条件付き確率）………………………（1）

これは，次のようにも書けます．

P（Y│X）＝ P（X and Y）/ P（X）……………………（2）

● つぼからコインを取り出す例題

次に，条件付き確率の例題を考えてみましょう．

正しいコイン（以下，正貨）2枚の入ったつぼAと，正貨

と偽のコイン1枚ずつ入ったつぼBがあるとします．つぼ

A，Bをランダムに選び，選んだつぼからコインを無作為

に取り出し，元に戻します（図2）．

取り出したコインが正貨であるとき，選んだつぼがAで

ある条件付き確率は次のようになります．ここで，取り出

したコインが正貨である事象を記号X，取り出したコイン

が正貨である確率を P（X）とします．

P（X）＝Aを選ぶ確率×Aから正貨を取り出す確率

＋Bを選ぶ確率×Bから正貨を取り出す確率

＝1/2× 1＋ 1/2× 1/2＝ 3/4 ………………（3）

条件付き確率：取り出したコインが正貨のとき，

選んだつぼがAである確率

＝ P（A│X）＝ P（A and X）/P（X）

＝（1/2）/（3/4）＝2/3 …………………………（4）

これにより，1回の取り出しで正貨が出たとしても，つ

ぼが正貨のみが入ったAであるとは強く主張できません．

Bである可能性が1/3はあるのですから．

しかし，選んだつぼからコインの取り出しを2度行い，

両方とも正貨であったという条件のもとでは，そのつぼが

正しいつぼAである確率は高くなりそうです．

2度とも正貨である事象をXXとしましょう．XXはつ
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つぼA（2枚とも正貨） つぼB（1枚は正貨，1枚は偽貨）図1
事象 X と事象 Y が
起きる確率の模式図 図2 正貨と偽貨が入ったつぼからランダムにコインを取り出す
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